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研究成果の概要（和文）：　本研究では、これまでの研究成果を発展させ、園長になるまでのキャリアなどの社
会的背景と、園がある地域などの文化的文脈とを軸に、事業継承のプロセスで発揮される私立幼稚園園長のリー
ダーシップについて明らかにする。方法として、6名の私立幼稚園・保育園園長へのインタビューを行った。そ
の結果、大規模法人において、発揮されるリーダーシップが大きく2つに異なることが明らかになった。両者の
タイプ共々、安定的な私立幼稚園（保育園）の経営という目的は同じであるものの、そのリーダーシップのタイ
プによる運営枠組みの違いが明確になり、それが各園での組織運営にも影響を及ぼしていることが想定される。

研究成果の概要（英文）：　In this study, we expand on our previous research findings and clarify the
 leadership of private kindergarten preschool directors that is demonstrated in the process of 
business succession, focusing on the social context, such as their careers before becoming preschool
 directors, and the cultural context, such as the region in which the preschools are located. As a 
method, interviews were conducted with six private kindergarten and preschool directors. The results
 revealed that there are two major types of leadership demonstrated in large corporations. Although 
both types have the same objective of managing stable private kindergartens (preschools), the 
differences in operational frameworks according to their leadership types became clear, and it is 
assumed that these differences affect the organizational management at each school.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、私立幼稚園・保育園の園長のリーダーシップに焦点をあて、特に事業承継の観点及び法人の規模の
観点から、インタビューを実施した。私立幼稚園・保育園の園長の事業承継は、ファミリー・ビジネスであるこ
と、また、それゆえに親子や親戚関係と行った人間関係に密接に関わりがあることから、これまで焦点が当てら
れてこなかった。申請者の一連の研究はこれらの事業承継の中で、園長のリーダーシップの有効性を明らかにし
たものであり、今後、私立幼稚園や保育園での園長のリーダーシップを考えるうえで示唆を与える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年、幼稚園や保育園での保育の質を⾼めることが重要視され、そのためには園に
おけるリーダーシップのあり⽅が着⽬され、園組織全体を運営していく上で、経験年
数や職位、専⾨性に応じたリーダーシップの在り⽅を検討することが今⽇的課題とな
っている（秋⽥ら 2016）。保育の質を⾼めていく上で、園の組織⽂化の在り⽅が重要
となる。なぜなら保育者にとって必要な指導や援助は保育の経験に伴って変化する
（野⼝ 2015）ものであり、中でも園⻑は実践コミュニティや学ぶ組織⽂化を創り出
し、専⾨的発達を維持する役割を持つ（Gfiffith, et.al 2014）ことから、保育の質を⾼
めていく組織を考える上で重要な役職である。 
 ここで、特に私⽴幼稚園園⻑に着⽬する。⽇本の幼稚園教育は量的には私⽴園がそ
の多くを担っている（⽂部科学省 2019）。しかし、私⽴幼稚園の多くは「上級経営者
の少なからぬ部分が同⼀ファミリーである」（後藤 2005）ファミリー・ビジネスであ
り、経営者でもある園⻑のリーダーシップはより⼤きくその園の保育に影響を与える
ためである。 
 ファミリー・ビジネスとして私⽴幼稚園を捉えた場合、園⻑が 2-3 年で転園する公
⽴園と異なり、私⽴幼稚園は経営者でもある園⻑が変わらない。このような組織形態
の中では、園⻑のリーダーシップの発揮によって、その園の⽅向性が決定づけられ、
また、それぞれの園の多様な幼児教育の在り⽅にも繋がっていくと考えられる。 
 特に⼤きな節⽬と考えられるのは、ファミリー・ビジネスとして経営者が代替わり
する事業継承である。事業継承とは、被継承者（先代）から継承者（次代）へと経営
権が引き継がれること（前川ら 2011）であるが、その内実は、それぞれの会社や幼
稚園において多様であり、移⾏の在り⽅はそれぞれの形態や⼈間関係に依っている。
この事業継承の際に、継承者は⾃⾝のイメージに向けて、園の運営を⾏うべくリーダ
ーシップを発揮すると考えられる。 
 これまでの研究から、園の事業継承した園⻑がどのようにリーダーシップを発揮し
ているのかについて研究（上⽥ら 2019）などがあるが、課題として、事業継承にお
けるプロセスを継承者の社会的背景と園の⽂化的⽂脈を含めて⼗分に検討されていな
かった。 
 
２．研究の⽬的 

よって、本研究では、私⽴幼稚園の事業継承について、保育経験の有無、それまで
のキャリアといった継承者の社会的背景と、法⼈種別、規模、地域性といった園の⽂
化的⽂脈を踏まえながら、被継承者（先代）から継承者（次代）へと経営者が代替わ
りする事業継承プロセスをとらえながら、園⻑のリーダーシップがどのように発揮さ
れているのかを明らかにする。 
 
 
 
 
 



３．研究の⽅法 
本研究では、6名の私⽴幼稚園・保育園園⻑へのインタビューを⾏った。インタビュ

ーは、⽐較的⼤規模の法⼈からスノーボールサンプリングを⽤いて協⼒依頼をおこな
った。協⼒依頼をおこなう上で、匿名でおこなうこと、本研究への回答を拒否しても
不利益のないこと、⼀度承諾しても、後⽇撤回できることなどの倫理的配慮を伝え、
書⾯にて承諾を得た。なお、本研究は名古屋市⽴⼤学の倫理審査委員会の承認を受け
ている（ID:20033）。 
インタビューは、2021年3⽉から12⽉にかけて実施された。最終的に、複数の私⽴

幼稚園を経営する法⼈の理事⻑（副理事⻑含む）3名、複数の私⽴保育園を経営する法
⼈の理事⻑（副理事⻑、園⻑含む）3名から語りを得た。インタビュー時間は、それぞ
れ60分程度である。 
 
 
４．研究成果 
調査の結果、⼤規模法⼈において、その事業承継のタイプによって、発揮されるリ

ーダーシップが⼤きく 2 つに異なることが明らかになった。第⼀は、法⼈全体を統括
する⽴場から、経営⾯に軸を置き、保育の運営や質に対して学ぼうとしていく理事
⻑・園⻑である。第⼆は、事業承継する背景は、異なっているが、保育の質に軸を置
き、運営や経営を捉えているタイプであった。以下、それぞれのタイプから 2名を代
表として解説する。 

 
1）法⼈統括視点による理事⻑ 
 A理事⻑（40歳代・男性）は、幼稚園とは関係ない会社で勤務したのち、結婚相
⼿が法⼈の関係者であったことから、2015 年から法⼈に⼊り、2021 年に理事⻑とな
っている。A理事⻑は、⾃⾝の仕事を次のように語る。 

 
 語り 1：方向性を決めるというところでしょうね。「これをします」など。というと

ころ…（略）…これをこういうふうに大きく方向転換するなど、そういうところはやはり

理事長の仕事になってくる。つまり今、存在しない業務を生み出すというところが仕事か

と思っている。 
 
 また、法⼈全体として、幼稚園及び保育所と、⾼等学校など全部で 6施設を運営

している。従って、個別の細かな運営は園⻑に任せ「あまり⽴ち⼊らないように」し
ている。⾃⾝は、保育⼠の資格を取得するために、保育⼠試験を受けつつ、幼稚園や
保育所の先⽣達ができない仕事（広報やホームページなど）を積極的に担い、園運営
に寄与していた。 

 
2）保育の質視点による理事⻑ 
 B理事⻑（30歳代・男性）は、社会福祉法⼈の⽴ち上げに⽗親が関わっており、

その関係で、現在理事⻑職に就いている。理事の段階で、「人に関する、職員に関する
ことでいくので、採用と育成と定着に関することを考える」ことを重視しており、法人内

での研修を通して人材育成を重要視している。 



本人も、10年近く保育園の園長経験を有しており、保育の質を重要視しているものの、
理事長としてそれだけでは十分ではないと考えていた。他業種とのつながりや、多様な経

験のある保育士を雇っていくことで、さらに法人組織としての特徴を出していきたいと考

えている。 
 

 両者のタイプ共々、安定的な私⽴幼稚園（保育園）の経営という⽬的は同じである
ものの、そのリーダーシップのタイプによる運営枠組みの違いが明確になり、それが
各園での組織運営にも影響を及ぼしていることが想定される。 
 今後、さらにそれぞれのキャリア形成も含めて、より詳細に法⼈組織内のでリーダ
ーシップのあり⽅を検討していくことが課題である。 
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